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希望と社会の新たな地平へ 
 
本書は、2007年12月 18日に国際文化会館にて開催された希望学国際コンファレ

ンス『希望と社会の新たな地平へ』（英題The International Hope Studies Conference: 
Toward a New Horizon of Hope and Society）の開催記録を取りまとめたものである。 
本コンファレンスは、社会科学と人類学、哲学等のコラボレーションを通じて、

希望と社会の関係の解明に新しい地平の一端を切り開くことを目的に開催された。 
コンファレンスを主催した東京大学社会科学研究所では、希望と社会との相互関係

を社会科学的に検証する「希望学」研究を 2005 年度より進めてきた。そこでは社

会科学の観点から、全国アンケート調査及び、岩手県釜石市を対象とした地域調査

などにより、希望の社会的位相について考察している。その成果として、個人にお

ける希望の有無には、経済的余裕の多寡のみならず、コミュニティにおける社会的

ネットワークの形成のあり方が、重要な役割を果たしていることなどを見出してき

た。  
 ただし、希望の背後にあるのは、それらだけではない。希望とは、未来を展望す

るための具体的な行動指針であると同時に、挫折を含む過去を理解し、受け止める

ための想像力の源泉でもある。希望は、未来と過去にまたがるものであり、つねに

両義的な意味合いを含み、画一的な定義に収斂しない。そのような豊かな可能性を

秘めた希望の概念は、日常的な幸福の追求や意欲の喚起に不可欠な空間や次元を創

造する一つの物語である。  
さらに希望の創造と喪失についての課題は、日本国内にとどまるものではない。

貧困や環境問題の深刻化、急速なグローバル化に伴う混迷、絶え間ない地域紛争な

ど、世界における希望はたえず揺らいでいる。希望という概念に着目したとき、社

会のダイナミズムは、どのように見えてくるだろうか。希望は今、社会や人類に何
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を問うのか。  
 今回のコンファレンスは、哲学、人類学、社会学といった観点から、希望をテー

マに研究を進めている米国、オーストラリアなどの研究者を招待し、希望と社会の

あり方について、社会科学の枠組みを越え国際的かつ学際的な観点から、新たな可

能性を探ったものである。2007年 6月に開催されたワークショップを踏まえ、人類

学と社会科学の協働による希望研究の新たな方向性について、積極的な議論が展開

された。（なお、ワークショップの記録は、玄田有史・宇野重規編『社会科学と人

類学の希望についての対話から：希望学ワークショップの記録』東京大学社会科学

研究所研究シリーズNo.27、として刊行されている。） 
今後は、ここでの知見に基づきつつ、新たな研究や検証を加えながら、希望学の

成果としてとりまとめる予定である。 
なお、コンファレンスでの報告や資料の一部は、Hope in the Economy, Swedberg, R. 

and Miyazaki, H. eds, Stanford University Press.との関係から、ここでは掲載していない。

詳細は、近日刊行の上記出版をご参照頂きたい。 
国際コンファレンスの開催にあたっては、コーネル大学の宮崎広和准教授をはじ

め、多くの方々のご助言・ご支援を頂いた。この場を借りて感謝を申し上げたい。 
 
 
 

玄田有史・宇野重規
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